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飯氏二塚古墳





序

　西日本屈指の都市として今なお発展を続ける福岡市はまた、古

くより大陸文化の受け入れ口の役目を果たし、豊富な文化財が今

なお地下に眠る街でもあります。都市化と埋蔵文化財の保護は相

容れないことが常ですが、両者が共存する歴史豊かな住みよい街

づくりを心がけ、これを子供たちに伝えていくことが現代を生き

る我々の責務であると言えましょう。

　福岡市教育委員会では、このような将来にわたって保護・保

存すべき文化財のひとつとして今宿地区の前方後円墳群を取り上

げ、20年以上にわたって国庫補助を受けて調査を継続してきまし

た。本書におさめた飯氏二塚古墳の調査は、この一環として、基

礎資料の収集を目的に実施したものです。

　調査に際しては、文化庁・福岡教育委員会のご指導のもと、地

権者をはじめ、地元の皆様には快くご理解とご協力を頂き、調査

を円滑に進めることができましたことをお礼申し上げます。

　調査に関わられた全ての方々に対し、深く感謝申し上げますと

ともに、この報告書が広く活用され、文化財保護の理解を深める

一助とならんことを願います。

平成15年８月31日

福岡市教育委員会  

教育長　生　田　征　生
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第一章　はじめに

１．調査に至る経過
飯氏二塚古墳の第１次調査は、古墳の構造と時期を明らかにする目的で、平成５年（1993）２月７
日～６月16日に埋蔵文化財課が重要遺跡確認調査として行い、「飯氏二塚古墳　福岡市埋蔵文化財調
査報告書第435集　福岡市教育委員会　1995」として調査報告書を刊行した。この調査により、これ
まで明らかでなかった墳丘施設や主体部の構造、古墳の築造時期などを確認することができ、多大な
成果を挙げた。一方、古墳周囲の平坦地形部分までトレンチが及ばず、周溝の有無－つまりは古墳の
規模について不確定であったことや、石室掘り方の確認、墓道の調査などが課題として残された。更
に、調査後10年近くを経、トレンチの一部が陥没し、不法投棄された粗大ゴミも目立つなどの問題が
起こってきた。今回の第２次調査はこれらの諸問題の解消を目的として行ったものである。
調査に先立ち、地権者への説明を11月上旬に行い、調査に対する同意を求めた。その後、周辺住民
への事前通知を行うなど、準備作業を進めた。発掘調査は平成14年（2002）11月15日～平成15年１月
15日に埋蔵文化財課が国庫補助事業として実施し、整理・報告書作成は平成15年度に実施した。

２．調査の組織
調査にあたり、下記の地権者の方々には、ご理解と多大なご協力を頂いた。また、濱地潔氏には水
の提供を頂いた。厚く感謝申しあげたい。
地　権　者　川上孝愛、川上友徳、久保勝助（久保　肇）、谷　義湊、矢野吉男（五十音順、敬省略）

また、調査は以下の組織で行った。
調 査 主 体　福岡市教育委員会　教育長　生田征生
調 査 総 括　埋蔵文化財課長　　　　　　山崎純男
　　　　　　埋蔵文化財課調査第２係長　田中壽夫
調 査 庶 務　文化財整備課管理係　　　　御手洗　清
調 査 担 当　埋蔵文化財課長　　　　　　山崎純男
　　　　　　埋蔵文化財課調査第２係　　吉武　学
調 査 協 力　阿比留　治、網田昭雄、石川正志、石田照江、犬童陽子、大塩　皓、木戸アサノ、

木戸和子、久保靖男、倉光政彦、近藤ノリ子、清水　明、柴田シズノ、柴田種美、
柴田ツネ子、柴田トシ、末松美佐子、徳安勝也、富永藤夫、友池冨美恵、中田トメ子、
中村栄子、西田マキエ、平野義光、平山栄一郎、深見佳子、細川虎男、馬奈木留雄、
森友ナカ、吉鹿裕隆（五十音順、敬省略）

整理調査員　田中克子
整 理 協 力　上塘貴代子、下山慎子、萩尾朱美、森　寿恵（五十音順、敬省略）
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３．飯氏二塚古墳の位置と既往の調査
飯氏二塚古墳は福岡市西区飯氏字鏡原792他に所在する前方後円墳である。立地としては、高祖山

山麓から北西に伸びた低い丘陵上にあり、その独立した高まりを利用して造営されている。周辺に
は、このような高まりや、あるいは更に低い台地を利用した前方後円墳が造られ、これとは別に、よ
り高い丘陵上には多数の小円墳群とその盟主的存在とみられる小型の前方後円墳が少数展開している。
高祖山山麓に展開するこれらの前方後円墳は、東にやや離れて位置する鋤崎古墳を含めてひとつの

古墳群を形成しているが、既に消滅したものを除き、計13基のうち11基に対して既に何らかの調査が
行われた。また、山の鼻１号、飯氏二塚、兜塚など、調査が不充分なものに対する第２次調査も重ね
られたが、新たに発見された飯氏鏡原古墳（仮称）等、なお詳細不明な部分も多く、丘陵上に展開す
る群集墳を始めとする古墳群とともに、今後も実態解明のための継続調査が望まれる。
これら前方後円墳の各々の内容は各報告書に詳しいが、ここでは飯氏二塚古墳の第１次調査の概要

について簡単にまとめておく。
飯氏二塚古墳は、1993年２月７日～６月16日に3,500㎡の範囲を調査した。墳丘については、前方

部・後円部ともに二段築成で比高差がないこと、葺石が回るが埴輪はないこと、墳丘全体が盛土で、
一段目の残りが良くないことなどが判明した。規模は全長約48ｍ、後円部径約23ｍ、前方部幅33ｍ、
現況の墳丘高約５ｍで、主軸方位は磁北より東に57.5度偏する。後円部中央に位置する埋葬主体は、
古墳主軸に直交する単室の横穴式石室で、花崗岩を用いるが石抜きのため残りが極めて悪い。玄室
は長軸3.5ｍ、玄門部幅・奥壁幅はともに2.3ｍほどの矩形プランで中央部が膨らみ、短い羨道を持つ。
民家が隣接するため墓道からの調査はできなかったが、閉塞石及びその両側に墓道とみられる石積
みの一部を確認した。遺物は馬具の他、くびれ部から須恵器がまとまって出土しており、陶邑編年の
MT-15型式の特徴を示す。

Fig. 1　飯氏二塚古墳の位置（1/20,000）

（飯氏鏡原）

大塚

谷上B-1号

本村A-1号
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Fig. 2　飯氏二塚古墳の周辺地形（1/1,500）
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第二章　発掘調査の記録

１．発掘調査の方法と経過
前項で述べたように、調査の目的は以下の４点である。①古墳周溝の有無の確認、②石室掘り方の

確認、③墓道の確認、④旧トレンチの埋め戻しと不法投棄されたゴミの処理。
調査はまず、ゴミ処理と古墳周囲の平坦地の下草刈り取りから開始し、その後、古墳周囲の平坦地

に３ヶ所のトレンチを設けた。次に、これらのトレンチの記録を行いながら、石室埋め土（第１次調
査の埋め戻し土）の除去を行ったが、思いの外土量が多く排土に手間取ることになったため、途中か
らベルトコンベアーを導入した。埋め土の除去後、石室掘り方と墓道の確認調査を行った。
調査記録の作成には、第１次調査のトラバース杭（任意）を用いた。杭は約半数が失われており、

残っていた杭について再度計測を行った。標高も第１次調査のものを使用した。記録は各調査区の平
板測量、平面実測、土層断面実測、及び写真撮影によった。
調査後、陥没した第１次調査トレンチを含め、土嚢で土留めを行いながら全ての調査区を掘削土で

埋め戻したが、石室のみは底面を厚さ50㎝のマサ土で覆った。掘削と埋め戻しは全て人力による。

２．発掘調査の概要
古墳周囲の平坦地に周溝の存在が示唆されたため、南側を除く三方にトレンチを入れた。トレンチ

は古墳主軸に平行、又は直交するよう意図し、第１次調査トレンチとの整合性を考慮して設け、地形
の許す限り極力長めに掘削した。東から順に201～203号トレンチと呼ぶ。201号トレンチでは、一部
に地山整形による窪みも見られ、３本のうちでは比較的残りが良いが、古墳に関連する施設は確認で
きなかった。他はいずれも表土直下で花崗岩風化礫層となり、開墾などにより削平を受けていた。
次に、石室掘り方の確認のため、石室の両側壁（東・西）と奥壁（北）に幅80㎝、高さ４ｍ強のト

レンチ計３本を設けた。破壊を最小限に留めるため、掘削は掘り方が確認できるまでとした。いずれ
のトレンチにおいても、石室床面より25～60㎝ほど高いレベルに古墳築造前の旧表土とみられる灰黒
色土が現れ、これを掘り込んで石室を組んでいることが分かった。
墓道部分は樹木を避け3.5×２ｍの範囲で掘削を行った。第１次調査でも確認した閉塞石両側の石

積みは、石室主軸と直交する方向に大きく開き、墓道側壁の貼り石となることが判明した。この前面
（南側）の埋土は版築によって非常に堅く締められているが、貼り石を境にして墳丘側（北側）の版
築とは状況が一変しており、墳丘築造より後に埋められた（貼り石で飾られた前庭部が開いていた一
時期があった）ことが明らかである。さらに南壁の土層断面の観察により、掘削時に盗掘坑と考えて
掘り下げた部分の下に、追埋葬の墓道と思われる溝状の窪みが一部存在することが分かった。この墓
道の版築は貼り石前面ほど丁寧ではない。また、時期を示す遺物は出土していない。
以上の他、古墳以外の遺構として、201号トレンチで甕棺墓３基（未掘）、石室東壁側トレンチで古

墳築造前の遺構（落ち込み）を確認した。第１次調査でも甕棺墓が確認されており、古墳墳丘下およ
び周辺には、弥生時代中期を中心とする墓地と、古墳時代前期の集落が存在するものと考えられる。
遺物は、古墳周囲のトレンチから甕棺片、須恵器片等が、石室調査区から弥生土器、古式土師器、

黒曜石、龍泉窯系青磁などの破片が、あわせてコンテナ２箱分出土した。
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Fig. 3　第２次調査区の位置（1/400）

201号トレンチ

202号トレンチ

203号トレンチ

30m
宅地

畑地

30m

道路

宅地

0 10m

崖面

墓道

石室

30
m

※アミが今回の調査範囲
　等高線は0.5m間隔
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３．墳丘の範囲確認調査
飯氏二塚古墳は、規模こそ異なるものの、築造時期・墳形等が今宿大塚古墳に近似しており、更に

周囲には平坦地が広がっていることから、周溝の存在を示唆するに充分な条件が揃っていた。そこで
宅地となっている南側を除く三方にトレンチを設定し、その有無について確認調査を行った。

（1）201号トレンチ　Fig.４、PL.１
前方部前面に古墳長軸方向に設定した。第１次調査７号トレンチを延長する位置に設けたため、古

墳中軸線よりやや南に偏している。幅2.0ｍで、掘削可能な限り長めに設定したが、長さ11.3ｍに留ま
り、東端は障害物（立て看板）のため一部が不整形を呈する。地表面の標高は29.0ｍで、0.2ｍ弱の表
土直下は基盤土である花崗岩風化粘土・バイラン土となる。古墳墳端から幅6.6ｍの範囲に深さ約0.3
ｍの浅い落ち込みが認められた。古墳築造時の地山整形の一部と考えられる。落ち込み内の覆土は暗
褐色土で、自然に埋没した状況にある。また、東端付近で甕棺墓３基を検出したが、現状保存とした
ため詳細は不明である。遺物は、表土層から須恵器小壺片（Fig.６-１）が出土したほか、攪乱坑等か
ら甕棺片（Fig.６-２～３）、弥生土器片が出土した。

（2）202号トレンチ　Fig.５、PL.２
くびれ部側面に古墳長軸と直交するトレンチを意図したが、樹木や廃材に阻まれたため、やや後円

部よりに偏している。幅1.5ｍで、19.2ｍの長さを掘削した。平坦地部分の地表面の標高は27.5ｍ前後
で、0.1～0.3ｍの表土下は花崗岩風化礫を多量に含むバイラン土である。墳丘側では古墳盛土の一部
を検出したが、他は全体的に削平が著しく、客土（水田耕作土）が盛られていた。トレンチの中途か
ら丘陵斜面に向かって急激に落ちていくが、本来の地形を保っているとは見なし難い。古墳盛土周辺
の表土層から須恵器片（Fig.６-４～６）が出土したほか、弥生土器、甕棺、黒曜石片が出土した。

（3）203号トレンチ　Fig.５、PL.３
後円部後面に古墳長軸方向に設定した。第１次調査12号トレンチを延長する位置に設けたため、古

墳中心線より僅かながら北に偏している。幅1.5ｍ、長さ12.5ｍを測る。地表面の標高は28.3ｍで、0.3
ｍ下に花崗岩風化礫を多量に含むバイラン土が現れる。墳端から6.0ｍ前後の幅で極く浅く窪んでい
るが、土層の堆積状況からは地山整形とは見なしがたい。他のトレンチ同様、開墾などにより著しい
削平を受けたものと考えられる。表土層から甕棺片（Fig.６-７）、弥生土器片が出土した。

L=28.0m

⑦

①

④⑧

⑤

③

０ 2m

⑧

⑥

L=30.0m

L=28.0m

L=29.0mL=29.0m②

28.75m 28.5m

Fig. 4　201号トレンチ（1/80）

201号トレンチ土層名称
① 表土（客土、炭主体）
② 黒褐色土（腐葉土）② 黒褐色土（腐葉土）
③ 暗褐色粘質土（砂粒を多く含む）
④ 暗褐色粘質土（砂粒なく、③より暗く粘性少ない）

L=30.0m

⑤ ④と⑧のブロック混合土
⑥ 赤褐色粘質土（古墳墳丘盛土）⑥ 赤褐色粘質土（古墳墳丘盛土）
⑦ 暗褐色粘質土（甕棺墓壙）
⑧ 花崗岩風化粘質土（基盤土、下部はバイラン土）

29.0m

※アミは古墳墳丘の推定範囲※アミは古墳墳丘の推定範囲
　等高線は0.25m間隔

甕棺墓甕棺墓

甕棺墓

甕棺墓

撹乱

撹乱

28.5m
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20
2号
ト
レ
ン
チ
土
層
名
称

①
 客
土
（
水
田
耕
作
土
等
）

②
 暗
褐
色
土
（
砂
粒
が
多
く
、
粘
性
に
乏
し
い
）

③
 暗
褐
色
土
（
砂
粒
が
少
な
い
）

④
 暗
褐
色
土
（
③
よ
り
明
る
く
砂
粒
少
な
い
）

⑤
 暗
褐
色
土
（
④
よ
り
更
に
明
る
い
）

⑥
 暗
褐
色
土
と
黒
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
水
田
耕
作
土
）
の
客
土

⑥
'⑥
よ
り
や
や
暗
い
（
旧
表
土
か
）

⑦
 暗
黄
褐
色
粘
質
土

⑧
 暗
黄
褐
色
粘
質
土
に
バ
イ
ラ
ン
土
ブ
ロ
ッ
ク
含
む

⑨
 ⑪
に
暗
黄
褐
色
粘
質
土
が
帯
状
に
入
る
（
木
根
等
に
よ
る
攪
乱
）

⑩
 暗
黄
褐
色
粘
質
土
に
明
黄
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
（
古
墳
墳
丘
盛
土
）

⑪
 花
崗
岩
礫
を
多
量
に
含
む
バ
イ
ラ
ン
土

20
3号
ト
レ
ン
チ
土
層
名
称

①
 攪
乱
（
第
１
次
調
査
12
号
ト
レ
ン
チ
）

②
 客
土
（
第
１
次
調
査
の
残
土
か
）

③
 腐
葉
土
（
表
土
）

③
'③
に
近
似
す
る
客
土

④
 暗
褐
色
粘
質
土
（
攪
乱
）

⑤
 暗
褐
色
粘
質
土

⑥
 暗
黄
褐
色
粘
質
土
に
⑦
ブ
ロ
ッ
ク
含
む

⑥
 暗
黄
褐
色
粘
質
土
に
⑦
ブ
ロ
ッ
ク
含
む

⑦
 花
崗
岩
礫
を
多
量
に
含
む
バ
イ
ラ
ン
土

L=
28
.0m

L=
29
.0m

⑤

⑪
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.0m

⑩
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L=
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⑨
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チ
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.0m

⑤

⑥
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③
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⑤
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.0m

L=
28
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③
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①
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⑥

⑨
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⑪
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′

⑤ ⑧
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②
③③ ④

L=
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.0m
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.0m

0
2m

Fi
g.
 5
　
20
2号
・
20
3号
ト
レ
ン
チ
（
1/
80
）

※
ア
ミ
は
古
墳
墳
丘
盛
土

　
等
高
線
は
0.2
5m
間
隔

20
2号
ト
レ
ン
チ

26
.5m

26
.0m
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（4）各トレンチの出土遺物　Fig.６
１は須恵器小壺の口縁部片で、口唇部を肥厚させる。２、３は成人甕棺の破片で、接合しないが同

一個体とみられる。Ｔ字形の口縁部直下に三角突帯をまわし、胴部下位には山形突帯を貼り付ける。
４、５は須恵器甕の胴部片である。４は外面に擬格子目叩き、内面に青海波当て具痕がある。５は外
面の平行叩き、内面の当て具痕をともに半スリ消し調整する。６は須恵器大甕の頸部片で、内面と屈
曲部外面はヘラなで調整。７は成人甕棺の口縁部片で、口唇内面を肥厚させる。

（5）墳丘について　Fig.７
第１次調査報告書では、作図ミスのため墳丘に対するトレンチの位置が後円部側で１ｍほどズレ

ている。今回それを補正したものを示した（Fig.7）。これにより、石室が後円部の中心をやや外
れた位置にあり、かつ開口方向が長軸と直交しないこと、後円部形が正円を描くことが判明した
（Fig.15）。なお、後円部の北西側と南西側の膨みは石室の石抜き等の際の残土、前方部前面中央の膨
みは防空壕を掘った際の残土とみられる。また、第１次調査の所見から、前方部の両側面は開墾など
による破壊と土盛りによる地形改変が特に著しいことが判明している。

201号トレンチ201号トレンチ

０ 10cm

202号トレンチ202号トレンチ

０ 20cm

Fig. 6　201号～ 203号トレンチ出土遺物（2・3は1/8、他は1/3）

1

２

3

4

203号トレンチ

5

7

6



Fig. 7　飯氏二塚古墳の墳丘とトレンチの位置（1/200）

203号
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13号

12号

14号

30m

32m

34m

15号

11号

202号

2号

4号

9号

8号

16号

7号

201号

6号

5号

1号

28
m

30
m

32
m

30m

32m

34m

30m 32m

0

10m

墓道

石室
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４．石室の調査
石室掘り方の確認、墓道構造の把握、実測図の補遺を目的として再調査を行った。石室の石材の抜

き取りにより、後円部には７×６ｍの擂り鉢状の大穴が開いており、第１次調査と同様に、これを上
から掘り下げて石室の調査を行った。後円部頂から石室床面まで4.8ｍを測る。

（1）掘り方　Fig.８～10、PL.４～６
石室の奥壁と両側壁方向に幅0.8ｍのトレンチを設け、墓壙掘り方が確認できるまで掘り進めた。

その結果、３者ともに古墳築造前の旧表土（灰黒色粘質土）を認めることができ、これを掘り込んで
墓壙が設けられていることを確認した。旧地表面のレベルは、奥壁では標高29.9ｍ弱、石室床面から
の高さ0.35ｍ、同様に西側壁では標高29.7ｍ、床面から0.2ｍ、東側壁では標高30.1ｍ、床面から0.6ｍ
の位置にある。掘り方の全容は不明だが、幅5.1ｍ、奥行き6.1ｍほどの方形プランとなろうか。裏込
めには土砂が充填されるが、礫は含まない。また、墳丘盛土は全て版築によるが、上層部には腐植土
と考えられる帯状の黒色土層が複数枚認められる。遺物は、墳丘盛土から弥生土器片が出土した他、
古墳築造前の旧表土に山陰系の古式土師器が含まれていた。

（2）墓道　Fig.８・11・12、PL.７・８
閉塞部分は、石室開口部に民家があるため第１次調査では墓道からの調査を行っていない。今回は

石室同様、上から掘り下げることによって部分的な調査を敢行した。調査区は樹木を避けて掘削可能
な範囲を対象としたため、西側に偏したいびつな形をなすが、東西3.5ｍ、南北２ｍを測る。
結果として、第１次調査でも確認された閉塞石両側の石積みは、石室主軸と直交する方向に大きく

開き、墓道側壁の貼り石となることが判明した。閉塞前面の埋土は版築によって非常に堅く締められ
ているが、貼り石を境にして墳丘側の版築とは状況が異なっている。このことから、貼り石で飾られ
た前庭部が開いていた一時期が存在し、被葬者埋葬後に版築により墓道が閉じられたことが分かる。
墓道床面は花崗岩風化土の上に旧表土層と見られる黒色系土層が堆積しており、地表面をそのまま墓
道床面としていたようである。
掘削時の所見では、閉塞石天端付近までは盗掘坑によって攪乱を受けていた。しかし、閉塞石前面

では溝状の墓道と見られる壁面の一部が検出できたため、半裁して掘削したが、攪乱坑により不明瞭
であったため撮影のみに留めて掘り下げを継続した。掘削後、南壁の土層断面の観察により、これが
やはり追葬時の墓道と思われる溝状の窪みであることが分かった。この墓道は幅1.4ｍほどで、閉塞
石の横幅にあわせて掘られたものと推定され、長さ1.7ｍを確認した。やはり版築により閉じられて
いる。
墓道内の版築層からは須恵器 、坏類の小片などが出土したが、上記のような状況であったため、

各々の埋葬の時期を押さえることはできなかった。第１次調査では、古墳くびれ部などより出土した
須恵器が、古・新の２相に分類できると報告されており、あるいはこれが埋葬の２時期を示す遺物で
あるかもしれない。また、盗掘坑からは中世の龍泉窯系青磁片などが出土し、古墳が破壊された時期
を示している。

（3）閉塞　Fig.13、PL.７
閉塞石は石材の抜き取りによりやや東に傾いた状態にある。床面には浅い段が認められた。羨道は

片側の袖石のみ残り、この袖石の小口面に板石を立てかけて閉塞としており、他方の袖石も同様の状



─ 11 ─

撹乱

第１次
15号トレンチ

奥壁トレンチ

東側壁
トレンチ

西側壁
トレンチ

墓道

撹乱

０ 2m

Fig. 8　石室の調査区と掘り方（1/60）

32m
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34m
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奥壁トレンチ西壁

陰

隠韻

吋
右

宇

烏

迂

雨

奥壁トレンチ西壁土層名称
① 暗黄褐色土（攪乱）　　　①～⑦は地滑りによる断層か
② 黒褐色土
③ 暗黄褐色土
④ 黒褐色土
⑤ 暗黄褐色土
⑥ 黒褐色土
⑦ 暗黄褐色土
⑧ 暗褐色土＋暗黄褐色土（木根跡）
⑨ 暗黄褐色土
⑩ 黒色土（腐植土）
⑪ 暗褐色土＋暗黄褐色土粒
⑫ ⑪に近似するが暗黄褐色土粒が少ない
⑬ ⑫に近似するが暗黄褐色土粒が更に少ない
⑭ ⑬に近似しやや暗い
⑮ 暗褐色土
⑯ ⑭に近似
⑰ 暗黄褐色粘質土＋暗褐色土ブロック
⑱ 暗褐色土
⑲ 暗黄褐色粘質土＋暗褐色土ブロック
⑳ 暗褐色土
㉑ 暗褐色粘質土＋暗黄褐色粘質土ブロック
㉒ ㉑に近似し黄味が少ない
㉓ 暗褐色粘質土＋暗黄褐色粘質土ブロック
㉔ 暗黄褐色粘質土＋暗褐色土ブロック
㉕ 暗褐色粘質土＋暗黄褐色粘質土ブロック
㉖ 暗黄褐色粘質土＋暗褐色土ブロック
㉗ 暗褐色粘質土＋暗黄褐色粘質土ブロック
㉘ 暗褐色粘質土

㉙ ㉖に近似
㉚ 暗褐色土
㉛ ㉚に近似しやや暗い
32 暗褐色土
33 暗褐色粘質土＋暗黄褐色粘質土ブロック
34 暗褐色土（砂粒含む）
35 暗黄褐色粘質土＋暗褐色土ブロック
36 暗褐色粘質土＋暗黄褐色粘質土ブロック
37 暗褐色土
38 37に近似しやや明るい
39 38に近似し更に明るい
40 明灰黒色粘質土
41 バイラン土＋灰黒色粘質土
42 灰黒色粘質土（46の再堆積）
43 暗黄褐色粘質土
44 バイラン土＋黄褐色粘質土ブロック
45 バイラン土＋灰黒色粘質土
46 灰黒色粘質土（砂粒を多く含む）  古墳築造前の表土
47 暗橙褐色粘質土（砂粒多い）　　  古墳時代前期遺物包含層
48 花崗岩礫を含むバイラン土（基盤土）

49明褐色土　　　　　　　　　　　　　49～51は第１次調査所見
50明褐色土＋黒色土
51暗灰色土
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0 1m玄室中心より1.0m

Fig. 9　石室トレンチの土層断面・Ⅰ（1/40）

第１次調査15号トレンチ

※アミは黒色土
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西側壁トレンチ北壁土層名称
① 暗黄褐色粘質土（攪乱）
② 黒色土＋赤褐色土（木根跡）
③ 赤褐色粘質土
④ 灰黄褐色粘質土（粘性強い）
⑤ 淡黒色土
⑥ 暗黄褐色粘質土
⑦ 黒色土（腐植土）
⑧ 暗黄褐色粘質土
⑨ ⑧に近似
⑩ 黒色土（腐植土）
⑪ 暗褐色粘質土
⑫ 暗黄褐色粘質土
⑬ 灰黒色土
⑭ 暗褐色粘質土
⑮ 暗黄褐色粘質土（粘性強い）
⑯ 暗褐色粘質土
⑰ 赤褐色粘質土（粘性強い）
⑱ 黒色粘質土
⑲ 暗褐色粘質土＋暗黄褐色粘質土
⑳ 暗黄褐色粘質土＋暗褐色土ブロック
㉑ ⑳に近似し黄味が強く明るい
㉒ ㉑に近似し更に明るい
㉓ 暗褐色粘質土
㉔ 暗黄褐色粘質土
㉕ ㉒に近似しやや暗い
㉖ 暗褐色粘質土＋暗黄褐色粘質土ブロック
㉗ ㉖に近似しやや黄味が強く明るい
㉘ 暗黄褐色粘質土
㉙ バイラン土
㉚ 暗褐色粘質土
㉛ 暗褐色土＋バイラン土
32 バイラン土＋暗褐色土ブロック
33 暗褐色粘質土（砂粒を含まない）
34 バイラン土
35 バイラン土＋暗褐色土ブロック
36 バイラン土＋暗黄褐色粘質土
37 暗褐色土＋バイラン土ブロック
38 33に近似し粘性が強い
39 灰黒色粘質土　　古墳築造前の表土
40 暗黄褐色粘質土
41 花崗岩礫を含むバイラン土（基盤土）

Fig. 10　石室トレンチの土層断面・Ⅱ（1/40）

0 1m
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※アミは黒色土

東側壁トレンチ南壁・東壁土層（反転図）名称
① 赤褐色土
② 暗褐色土＋赤褐色土ブロック
③ 暗黄褐色粘質土
④ 黒色土（腐植土）
⑤ 赤褐色粘質土
⑥ 黒褐色土＋赤褐色粘質土ブロック
⑦ 黒褐色土
⑧ 赤褐色粘質土
⑨ 黒褐色土
⑩ 赤褐色粘質土
⑪ 黒褐色土
⑫ 赤褐色粘質土＋黒褐色土
⑬ 黒褐色土＋赤褐色粘質土ブロック
⑭ 赤褐色粘質土
⑮ ⑭に近似
⑯ 黒褐色土
⑰ 赤褐色粘質土（甕棺片含む）
⑱ 黒褐色土＋暗黄褐色粘質土ブロック
⑲ 赤褐色土＋黒褐色土ブロック
（砂粒多い）

⑳ 黒褐色土＋暗赤褐色粘質土ブロック
㉑ ⑲に近似
㉒ 黒褐色土＋暗赤褐色粘質土ブロック
㉓ 赤褐色粘質土＋黒褐色土ブロック
㉔ 黒褐色土＋暗赤褐色粘質土ブロック
㉕ ㉓に近似
㉖ ㉔に近似
㉗ 黒褐色土＋赤褐色粘質土ブロック
（砂粒多い）

㉘ 暗黄褐色粘質土＋花崗岩小礫
㉙ 暗褐色土（砂粒含む）
㉚ 暗褐色土＋暗黄褐色粘質土
㉛ 暗褐色土＋暗赤褐色粘質土
32 暗赤褐色粘質土
33 暗褐色土＋暗黄褐色粘質土ブロック
（砂粒含む）

34 暗黄褐色粘質土
35 33に近似し砂粒多い
36 暗黄褐色粘質土
（暗褐色土ブロックを少量含む）

37 暗褐色土

38 36に近似し更に暗い
39 暗褐色土＋暗黄褐色粘質土ブロック
（砂粒含む）

40 暗黄褐色粘質土
（バイラン土ブロックを少量含む）

41 暗黄褐色粘質土
（黒色土ブロックを少量含む）

42 暗黄褐色粘質土＋バイラン土ブロック
43 41に近似し更に暗い
44 黒褐色土＋暗黄褐色粘質土ブロック　　44～54は腰石裏込め土か
（締まりが悪い）

45 暗黄褐色土
46 暗褐色土
47 暗黄褐色バイラン土
48 暗黄褐色粘質土＋暗褐色土ブロック
49 灰褐色土
50 暗黄褐色粘質土＋黒褐色土ブロック
（砂粒多い）

51 黒色土 （土器片含む、55旧表土の掘削盛土）
52 暗赤褐色粘質土＋バイラン土
53 暗黄褐色粘質土
54 バイラン土（基盤土の掘削盛土）
55 灰黒色粘質土（炭含む）　　古墳築造前の表土
56 暗褐色土（ピット覆土）　　古墳築造前の遺構
57 暗黄褐色粘質土　　　　　57～60は古墳築造前の遺構か
58 暗黄褐色粘質土＋バイラン土ブロック
59 暗黄褐色粘質土（粘性強い）
60 暗黄褐色粘質土（バイラン土含む）
61 バイラン土
62 暗黄褐色粘質土（バイラン土を含む）
63 花崗岩礫を含むバイラン土（基盤土）

蔚

西側壁トレンチ北壁 東側壁トレンチ南壁・東壁（反転図）

園

園
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墓道調査区東壁土層名称
① 腐葉土
② 暗赤褐色土（粘性なくパサつく）
③ 木根跡
④ 暗褐色土（砂粒多い）
⑤ 赤褐色粘質土
⑥ 黒褐色土
⑦ 赤褐色土（バイラン土粒含む）
⑧ 黒褐色土
⑨ 赤褐色土（バイラン土粒含む）
⑩ 灰褐色土（バイラン土粒含む）
⑪ 黒褐色土
⑫ 赤褐色土（バイラン土粒含む）
⑬ 黒褐色土
⑭ 暗褐色土（砂粒多い）
⑮ 赤褐色土（バイラン土粒含む）
⑯ 赤褐色土（砂粒多い）
⑰ 黒褐色土
⑱ 赤褐色土
⑲ 黒褐色土
⑳ 黒褐色土（赤褐色土粒含む）
㉑ 赤褐色土＋黒褐色土
㉒ 赤褐色土（砂粒多い）
㉓ 淡橙褐色土
㉔ 赤褐色土（バイラン土粒含む）
㉕ ㉓に近似
㉖ 灰黒色土
㉗ 赤褐色土
㉘ 灰黒色土
㉙ 灰黒色土
㉚ 淡橙褐色土
㉛ 灰褐色土
32 灰黒色土
33 淡橙褐色土
34 赤褐色土（砂粒多い）
35 灰黒色土
36 灰褐色土
37 灰黒色土
38 黒褐色土
39 淡橙褐色土（砂粒多い）
40 淡橙褐色土
41 灰黒色土
42 40に近似
43 灰黒色土
44 灰褐色土（砂粒多い）
45 淡橙褐色土
46 灰黒色土
47 淡橙褐色土
48 赤褐色土（砂粒多い）
49 淡橙褐色土
50 淡橙褐色土
51 灰黒色土
52 淡橙褐色土
53 灰黒色土
54 淡橙褐色土
55 灰黒色土
56 淡橙褐色土
57 灰黒色土

Fig. 11　墓道調査区の土層断面・Ⅰ（1/40）

丑

影影

139

58 赤褐色土（砂粒多い）
59 淡橙褐色土（砂粒多い）
60 灰褐色土
61 淡橙褐色土
62 淡橙褐色土
63 灰褐色土（砂粒多い）
64 灰黒色土
65 明橙褐色土
66 灰黒色土
67 淡橙褐色土
68 淡橙褐色土
69 灰黒色土
70 暗褐色土（花崗岩小礫・バイラン土粒含む）
71 黒褐色土（花崗岩小礫・バイラン土粒含む）
72 灰褐色土（バイラン土粒含む）
73 赤褐色土（花崗岩小礫・バイラン土粒含む）
74 黒褐色土（花崗岩小礫・バイラン土粒含む）74～76は古墳築造前の旧表土層か
75 灰黒色土（砂粒含む）
76 暗褐色土
77 赤褐色粘質土（花崗岩風化土・基盤土）
78 黒褐色土（赤褐色土ブロック含み、締まりがない）墓道閉塞前の旧表土層か
79 赤褐色土　79～99は墳丘盛土
80 暗褐色土（赤褐色土ブロック含む）
81 明橙褐色粘質土（固く締まる）
82 赤褐色土
83 黒褐色土（赤褐色土ブロック含む）
84 灰褐色粘質土
85 黒色土（固く締まる）
86 赤褐色土
87 暗褐色土（砂粒多い）
88 暗褐色土と赤褐色土の混合土
89 赤褐色土（混じりがない）
90 黒褐色土（赤褐色土ブロック含む）
91 88に近似
92 赤褐色土（暗褐色土粒含む）
93 灰褐色土（砂粒多い）
94 暗褐色土
95 暗褐色土＋赤褐色土
96 95に近似し、砂粒多い
97 暗褐色土（花崗岩小礫を多量に含む）
98 暗褐色粘質土
99 黒褐色土と赤褐色土の混合土

墓道調査区南壁土層名称（①～99は東壁土層名称に同じ）
100 暗褐色土（礫・砂粒多い）　盗掘坑
101  灰褐色バイラン土　 101～ 116は追葬時の墓道
102 101に近似し、やや明るい
103  灰褐色粘質土（バイラン土粒含む）
104104  灰黒色土（赤褐色土ブロック含む）
105  赤褐色土（灰黒色土ブロック含む）
106  淡橙褐色土と灰黒色土の細かい互層（版築）
107  灰褐色粘質土（砂粒含む）
108  灰黒色土と灰褐色土の細かい互層（版築）
109  灰褐色土（灰黒色土粒を若干含む）
110 108に近似（汚れた土による版築）
111 109  に近似
112  灰褐色土と灰黒色土の細かい互層（締まりのない版築）
113 灰褐色土と暗褐色土の細かい互層（花崗岩小礫含む・版築）
114114  淡橙褐色土
115  灰黒色土
116  灰褐色土
117  赤褐色土＋黒褐色土
118  灰黒色土
119  灰褐色土
120  灰黒色土
121  灰褐色土（バイラン土粒含む）
122  灰黒色土（混じりがない）
123 121に近似
124124  暗褐色土（砂粒が少ない）
125  赤褐色土
126  赤褐色土（灰黒色土ブロック含む）
127  灰黒色土（赤褐色土ブロック含む）
128  赤褐色土（砂粒多い）
129  明橙褐色土（砂粒多い）
130  灰黒色土（赤褐色土ブロック含む）
131 130に近似
132 130に近似し、やや明るい
133  赤褐色土
134134  赤褐色土（砂粒多い）
135  明橙褐色土（混じりが少ない）
136  明橙褐色土（灰黒色土ブロック含む）
137 136に近似
138  赤褐色土（バイラン土ブロック含む）
139  灰黒色土
140  明橙褐色土
141  灰黒色土
142  明橙褐色土（灰黒色土ブロック含む）
143  灰黒色土
144144  明橙褐色土
145  灰黒色土（明橙褐色土ブロック含む）
146 144144に近似
147  灰黒色土
148  明橙褐色土（砂粒多い）
149 146に近似
150  黒褐色土（砂粒多い）
151  灰褐色土（灰黒色土ブロック含む）

※アミは黒色土
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況にあったとすれば、羨門幅は0.7～0.8ｍ程度と考えられる。

（4）その他 Fig.13
第１次調査の石室実測図に不備（下ばの記入漏れ）があったため補足した。石抜き跡の形状から、
玄室床面は図に示したような胴張りのある長方形プランとなろう。法量は、玄室玄門側で幅2.6ｍを
実計測できるが、他は推定で奥壁幅2.3ｍ、玄室長3.6ｍとなり、長幅比３：２程度の玄室とみられる。
玄室床面は地山土である花崗岩風化土が露呈するが、壁まわりは汚れた地山土で埋められており、
石室基底部を構築する際の掘り込みを示すものであろう（Fig.8）。

（5）出土遺物 Fig.14
８は弥生土器高坏の脚部片で、外面は丹塗り磨研を施す。閉塞石のすぐ前面（追葬時の墓道内）で
出土した。９、10は古式土師器の二重口縁壺である。９は石室の奥壁トレンチの旧表土層から出土し
ており、古墳築造前に当該期の遺構があったことを示す遺物である。11は須恵器 の小片で、肩部に
波状文を巡らす。墓道内より出土した。12は越州窯系青磁の碗、13は龍泉窯系青磁で、ともに盗掘坑
より出土した。14は扁平片刃石斧で、基部を少し欠損する。15は柱状片刃石斧で、基部のみの残欠で
あるが、再加工を加えた痕跡がある。14、 15ともに頁岩製。16は安山岩製の削器で、下半は欠損する。
両平坦面から加工を加えて一側辺に刃部を作り出し、他側辺は刃潰し加工している。17は黒曜石製の
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墓道調査区西壁土層名称（①～151は東・南壁土層名称に同じ）
152  赤褐色土（砂粒多く締まりなし、盗掘坑か）
153  赤褐色土
154  赤褐色土（バイラン土ブロック含む）
155  赤褐色土（砂粒少ない）
156  赤褐色土（砂粒多い）
157  赤褐色土（灰黒色土ブロック含む）
158  赤褐色土（砂粒多く締まる）
159  明橙褐色土
160  赤褐色土
161  赤褐色土と灰黒色土の混合土
162  明橙褐色土（灰黒色土ブロック含む）

163  明橙褐色土
164  灰黒色土（明橙褐色土ブロック含む）
165  灰黒色土
166  赤褐色土
167  明橙褐色土（灰黒色土ブロック含む）
168  灰褐色土（灰黒色土ブロック含む）
169  赤褐色土（灰褐色土ブロックと明橙褐色土ブロッ
　 ク含む）
170  赤褐色土（炭・砂粒・灰褐色土ブロックを含む）
171  暗褐色土
172  灰褐色土（赤褐色土ブロック含む）

墓道調査区北壁土層名称（①～172は東・南・西壁土層名称に同じ）
173  灰黒色土と赤褐色土の混合土
174 173に近似
175  灰黒色土
176  明橙褐色土
177  灰黒色土
178  灰黒色土
179  明橙褐色土
180  灰黒色土
                      

L=32.0mL=32.0m

L=31.0m

L=30.0m

127

139

140

141

142

143

150

151
172

煙

燕猿

炎

161

墓道調査区西壁 墓道調査区北壁

※アミは黒色土

Fig. 12　墓道調査区の土層断面・Ⅱ（1/40）
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Fig. 13　横穴式石室（1/50）

L=30.0m
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石槍である。剝片剝離技術からみて縄文時代早期に位置付けられよう。この他、黒曜石チップも少量
出土している。

0 10cm

８

12

９

0

10cm

14

13

16

0

3cm

10

11

17

15

Fig. 14　墓道・石室調査区の出土遺物（14 ～ 16は1/2、17は1/1、他は1/3）
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第三章　おわりに
以下、新たに得られた知見を列記して、第２次調査のまとめとする。本書で触れていない事項につ

いては変更がないものとして第１次調査報告書を参照されたい。
古墳は周溝を持たない。古墳周囲の平坦面は著しく削平を受けているものの、平坦面自体は古墳造

営時に地山整形により大凡の形が造られたものと考えられる。前方部前面と後円部後面の地表面の
比高差は0.7ｍでほぼ平坦といえよう。また、墳丘下及び周辺には弥生時代中期を中心とする墓地と、
古墳時代前期の集落跡が広がる。
墳丘測量図に誤りがあったので、正しい図を示した。石室は後円部の中心をやや外れた位置に設

けられており、開口方向は古墳長軸に直交せず、若干後円部方向に軸をとる。後円部は正円を描き、
１・２段とも外形はほぼ確実な線を引くことができる。前方部は２段目の外形は確実だが、１段目は
特に古墳の南側と北側で後世の改変が著しく、葺石がほとんど残っていないため不確定な部分を残し
ているが、第１・２次調査の所見から推定される墳丘復元図を示しておく（Fig.15）。この復元案が
正しければ、古墳の規模は全長49.6m、後円部径27.3m、前方部幅36.9mとなり、第１次調査の所見よ
り一回り大きな数値が得られる。また、長軸方位は磁北より約53度東偏する。
石室は旧表土面を浅く掘り窪めて掘り方としている。掘り方のプランはおそらく方形と考えられ、

規模は5.1×6.1ｍ程度であ
る。石室については実測
図の補足を行い、計測値
に若干の変更があった。
詳細は本文を参照された
い。
最低２回の埋葬を示す

墓道を確認した。古い墓
道は、閉塞石両脇の墓道
壁が石室開口方向とほぼ
直角に開き、壁面に礫を
貼り付ける特異な構造を
示す。丁寧な版築によっ
て固く閉じられている。
新しい墓道は閉塞石幅ぎ
りぎりに設けられた溝状
のものであったと考えら
れるが、調査範囲が狭く
全容の解明には及ばない。
やはり版築により埋め戻
されているが、やや雑な
印象を与える。いずれも
明確な時期を示す遺物に
恵まれなかった。 Fig. 15　飯氏二塚古墳墳丘復元案（1/400）
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PLATES
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PL.1

1． 201号トレンチ全景（北東から）

2． 201号トレンチの地山整形（北から） 3． 201号トレンチ全景（西から）

4． 甕棺墓検出状況（東から）



PL.2

1． 202号トレンチ全景（北西から）

2． 202号トレンチ墳端部分（南東から） 3． 202号トレンチ段落ち部分（東から）



PL.3

1． 203号トレンチ全景（北から）

2． 203号トレンチ全景（南から）



PL.4

1． 石室奥壁トレンチ（東から）

2． 石室奥壁の掘り方（東から）



PL.5

1． 石室西側壁トレンチ（東から）

2． 石室西側壁の掘り方（東から）



PL.6

1． 石室東側壁トレンチ（西から）

2． 石室東側壁の掘り方（西から）



PL.7

1． 墓道から石室を望む（南東から）

2． 墓道調査区南壁土層断面（北西から）



PL.8

1． 墓道調査区西壁土層断面（北東から）

2． 墓道調査区東壁土層断面（南西から）
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